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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

CP対称性の破れの測定は、宇宙の物質優勢という事実を説明する上で重要であり、

特にニュートリノにこの破れが現れるかは、素粒子・宇宙物理の最重要課題の一つ

である。既に確定したニュートリノ混合にCP非保存が生ずるには、未測定量である

混合パラメータθ13がゼロでないことが条件であり、これを測定することを目的にし

た本研究はニュートリノ物理において極めて緊急かつ重要である。本研究グループ

は光電子増倍管を導入し、事前校正を行って原子炉実験に供しており、実験装置の

建設、運転、データ解析など全てのフェーズで国際共同実験において主導的に研究

を進めているため、国際的に高く評価されている。既に加速器を使った我が国の他

の研究グループによる長基線ニュートリノ振動実験T2Kではθ13が測定されている

が、現段階では誤差が大きいので、別の実験での測定が重要である。本研究グルー

プは今年夏までのその別の実験によるデータを解析した論文を秋に発表予定であ

り、期待できる。本研究グループは、実験の各フェーズで期待どおりの研究成果を

挙げているが、Near Detectorの建設がフランス側の原因で遅れており、国際共同実

験としてフランスに国際競争を意識させることも必要で、本研究期間終了までに

Near Detectorを完成させてほしい。 

 


